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１．はじめに
　大地の上に建築が建ち、その中で人の活動が営まれ
る。大地 - 建築 - 人の関係という建築の初歩的かつ根
源的なテーマを突き詰めることで、この関係性が乖離
しつつある現代都市においての、大地の新たな役割・
必要性を見出せないかと考えた。
２．敷地
（1) 新宿区荒木町　
　靖国通りと新宿通りという巨大な道路に挟まれてお
り、最寄り駅も曙橋駅と四谷三丁目駅の二駅が徒歩
10 分圏内にあることから、交通アクセスの良い都心
の真っ只中と言える。
(2) スリバチ地形
　特異なる荒木町の一級スリバチ地形。
かつては靖国通りまで続く谷であったが、美濃国高須
藩主松平摂津守の上屋敷の庭園を築く際に谷の一部を
せき止めて池を作った。それ故四方が斜面という非常
に稀なスリバチ地形が出来上がることとなった。
　高低差は最大で 10m ほどあり、低地には戸建住宅街
が広がり、斜面地から徐々に中規模マンション、スリ
バチの淵には高層マンションという具合にそこに立つ
建築も地形の高さに反映しており、そのことがさらに
地形を際立たせているように感じられる。
(3) 姿を変えてきた町
　特異なスリバチ地形より松平家の上屋敷の庭園だっ
たが、明治期に払い下げられ庶民の流入により花柳界
として栄えました。戦後、花街は個人経営メインの飲
み屋街に姿を変え、地形ゆえの開発のしにくさが、車
や高層ビル群から一歩引いた人のための空間として住
民に愛されている。
　Architectures are built on the ground, and people's activities are carried out therein.
　I thought whether I could find a new role and necessity of the ground in modern cities where 
this relationship is breaking, by considering the rudimentary and fundamental theme of the 
architecture of relationship between ground, architecture and human.
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図 1：大地と建築と人の三角形
図 2：荒木町航空写真 (google earth より )
図 3：階段上より見下ろす
(4) 現状と問題
　荒木町の将来推計人口は増加傾向にある。それに伴
い、2000 年前後に中規模マンションが開発されていっ
たが、それらは小さな単位で造成されていた斜面地の
街区を大きく平らにならし、あたかもそこが平地であ
るかのような建ち方をしている。内部空間に関して
も、各住戸が完全に閉じられ共用廊下にそっけなく並
べられているようなよくある計画で、周辺地域に対し
てはおろか、同じ建築に住む者同士でも関係性が発生
しないような建築である。
　人が増えたから土地をならして巨大なマンションを
建てる。開発者の目線からしたら自然な流れであるの
だろうが、高層マンションが建ち並ぶ荒木町の未来の
姿は果たして本当にいいのだろうか？
３．計画概要
(1) 提案する建築
　スリバチ内部に集合住宅を設計する。
　荒木町を含めここ一帯には飲屋・住宅・オフィス街
などが共存し、多種多様な人々が行き交うという都市
に居住する面白さと建築や街区では分かれているが大
地は地続きであるというスリバチ地形が周辺の環境と
連続する回路を持っているということを設計の手掛か
りとする。
　地形的で様々な共有空間がある集合住宅に、周辺の
人々も巻き込んで小さくてゆるい関係性がたくさん複
層されるような都市的な住まいを提案できないか。
これがこの場所における大地 - 建築 - 人の関係である
と定義する。
(2) ふたつの構造体
　第三者の建築家が介入しても成立するような、何十
年先も更新されるような全体の設計メソッドを定義す
る。
　基本的な構造は鉄筋コンクリートの壁とそれに付随
する鉄骨の共用廊下・居住部分である。共用廊下は常
に鉄筋コンクリートの壁に密接していることを大前提
としてさらに詳しくそれぞれの構造に役割を付加させ
る。
(3) コンクリート部分 : 大地のメタファー
　スリバチ地形の特性として、斜面の勾配方向に線を
引くと場所場所によって異なる角度を形成するという
面白さある。さらにその角度は池だけだった頃の地形
の角度が街区や道の角度として、町の基層構造として
今もなお残り続けている。それを壁という建築のエレ
メントに落とし込むことで大地のメタファーとして意
味付ける。
(4) 鉄骨部分 : 可変する動体
　様々な領域を持ち、住むことで生活の営みが積層さ
れていくような可変性のある居住空間を作る。4 つの
居住ユニットを片手に共用廊下は大地の壁に寄り添
い、歩くことで様々な場面、様々な人に出会うように
動線を計画する。図 4：設計の全体像
図 6：基層構造としての角度
図 7：居住部分のユニット
図 5：基本構造
４．計画のプロセス
　築年数を調べて同時期に建てられたものをエリアで
まとめて共同建て替えをする。
築 60 年を目処に建て替えていくとおおよそ 50 年で町
が徐々に大地と同化していくように計画される。
　また、ひと区域の計画の際に高低差をまたいで計画
することで平たく造成され自然地形が失われた箇所で
も、擁壁と平地をまとめて都市地形として扱うことが
できる。
５．ダイアグラム
　荒木町の住宅地全体を計画する上で既存の住民達の
生活のふるまいに目を向ける。荒木町のスリバチ地形
が故にただ建築を建てるだけでも街路と微妙に差が生
じてしまう。その余白の空間を「断面のたまり」と名
付ける。この場所は敷地内であり建築の持ち主の所有
であるが、完全にプライベートな空間であるとは言い
切れずパブリックに片足を突っ込んだ不確定領域であ
る。荒木町にはこのような領域が数多く存在し、そこ
に住民が植木鉢や自転車や家具や看板を置くこと ( 生
活を表出すること ) が荒木町のふるまいであると言え
る。
　本計画の共用廊下にもそのような「断面のたまり」
や不確定領域を設計することで様々な領域が発生し、
既存のコモンスペースの概念を懐柔するような、歩く
ことが楽しくなるような空間を目指す。
６．おわりに
　大地とはあまりに強大な存在で人間のスケールとは
かけ離れていて関係性を築くことなど到底不可能のよ
うに感じられる。しかし、その地形を深く読み取り一
人の設計者が建築として翻訳し人々がそれを使うこと
で、建築が大地の尺度と人間の尺度を整合する物差し
となりうる。
　超高層が建ち並ぶ現代都市における大地の役割とは
何か。建築にしかできないこととは何か。本設計の対
象敷地の荒木町だけではなく都市の普遍的な問題とし
て建築家が立ち向かっていくべき課題ではないだろう
か。
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